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（２）イノベーションは経済発展と産業競争力の源泉
イノベーションとは、新しい製品、新しいサービス
を創り出して市場を切り開く創造的な企業活動を言
う。新しいものは従来のものの改良、改善であっても
一向に構わない。イノベーションは技術革新と訳され
ているが、必ずしも新しい技術を必要とするものでは
ない。科学技術は手段にしか過ぎない。
70年代以降、日本の製造業は打ち続く円高トレンド
を物ともせず、世界の市場で圧倒的な競争力を発揮し
てきた。原らのグループは、これが既存企業を中心と
した産業高度化型イノベーションの成功の連続によっ
ていたことを実証データから明らかにした。さらに、
イノベーションを産業高度化型と新産業創出型に分
け、日本は産業高度化型では目覚ましい実績があるが、
おもにベンチャー企業が主役となる新産業創造型では
欧米に比して見るべき実績がないことを指摘した。
今日の経済的な成功はイノベーションに依存する要
素が強くなった。イノベーションが経済発展と産業競
争力の原動力であるという認識は、OECD、米国競争
力協議会、EUなどに共通している。さらに、経済の仕
組みが工業技術主導から知識主導へと大転換しつつあ
る課程では新産業創出型イノベーションの重要性が高
まると見られている。
（３）イノベーションの脇役と舞台装置
イノベーションの主役は企業である。しかし、１企
業だけでは、イノベーションを効果的に遂行すること
ができない。原らのグループは日本の得意としてきた
産業高度化型イノベーションも、新しいものを好み、
品質にうるさい日本の市場、得意な技術分野、関連支
援産業の強さに大いに支えられてきたことを明らかに
した。社内に経営資源をほとんど持っていないベンチ
ャー企業の場合は、周辺からの支援・協力がもっと必
要となる。原らのグループが別に行ったイノベーショ
ンのケース・スタディからもそれをくみ取ることは十
分にできた。
イノベーションを活発にするためには、主役と主役
を支える脇役が絡み合ってストーリーを演じる舞台、
さらには観客（＝市場）をも包み込む大きな建物（＝
社会環境）が必要なのである。イノベーション・シス
テムとは、そのようなものである。脇役には、他の企
業、金融システムや労働市場が必要であり、大学・公
的研究機関も重要な役割を演じる。行政の支援も役立
つ場合がある。
イノベーション・システムの概念モデルはこれまで
にも沢山、発表されている。図表６は原らのグループ
が提示したものである。この概念モデルは、①単に主
ナショナル・イノベーション・システム（ネルソンの定義）
「イノベーション」：企業が新技術を習得して、商用化するプロセス
「システム」 ：ある国の企業のイノベーションを決定付ける相互作用のある一連の組織、制度
「ナショナル」 ：国のレベルでのシステムの違い
【強】 
【強】 
テクニカル・ 
プログレス 
アーキテクチュアル 
生産システムに与える影響力 
（プロセス・イノベーション） 
マーケター 
レボリューショナル 
製品と市場のつながりに与える影響力 
（プロダクト・イノベーション） 
ベンチャー企業型イノベーション 
〔タイプⅠ〕 
破壊技術的 ベンチャー企業型イノ 
ベーション〔タイプⅡ〕 
（ビジネス・モデルの 
創造） 
既存企業型イノベーション 
図表６　イノベーションのカテゴリー
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役と脇役との関係や社会システムを示すだけでなく、
主役と脇役が同じ目的意識の下にやり取りを行う舞台
（プラットフォーム）が必要であること、②既存企業
とベンチャー企業とではプラットフォームの構成が異
なること、を示している点に特徴がある。そして、日
本では、ベンチャー企業の舞台（プラットフォーム）
が整えられていないことを強調した。
最近、新聞などでよく話題になる国の競争力ランキ
ングは総合的な国のイノベーション・システムの評価
という意味合いがある。日本は10年前までは１位を維
持していたが、90年代に急落し、今年は30位である。
日本の社会は経済システム、産業システムを含めて時
代の変化に対応できていないということになる。
（４）地域の競争優位を決めるものはなにか
以上述べたように、これまでのイノベーション・シ
ステムはおもに国を単位として議論されてきたのだ
が、Ｍ．ポーターがクラスター（地域産業集積）のも
つ特異な競争力に光を当てて以来、地域レベルでのイ
ノベーション・システムに関心が集まった。日本企業
の中国進出も中国ならどこでもよい訳ではない。企業
は工場でさえも立地を慎重に選定する。企業間の競争
は地域間の競争という様相を呈してきている。
クラスターの代表例はシリコン・バレーやイタリア
のファッション産業であるが、日本のかつての地場産
業、たとえば燕、三条などもその範疇に入るだろう。
最近では、ネット・ビジネス関連のベンチャー企業が
渋谷近辺に集中する現象が知られている。同じ国の中
でも、地域によって微妙な違いがあり、それが個々の
企業の事業の競争力に少なからぬ影響を及ぼすと一般
的には考えられている。
しかし、地域の特性と企業の競争力の関係はまだ十
分には分かっていない。ましてや均質性が高いと考え
られている日本の国内の地域間の違いが立地する企業
の競争力にどのような影響を与えているかはまったく
未知の分野である。私たち長岡大学の研究はこのよう
な観点から行おうとしているのである。
既存企業内 
研究開発部門 
大学・ 
公的研究機関 
資源の移転と流 
動性の機能 
国際的競争環境 
市場 
科学技術の 
国際協力と 
競争環境 
個人起業家 
イノベーションのアウトプット 
経済成長率、失業率、貿易収支 
既存企業 
研究開発のインプット 
政策の対象領域 
プラットフォーム（既存企業） 
プラットフォーム（ベンチャー企業） 
注） 
社会的基盤 
経済的フレーム 
ワーク条件 
図の作成：原 
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起業活動 
新製品、新サービスの創造 
国内の産業構造、市場競争環境 
研究開発のアウトプット 
研究開発活動 
図表７　イノベーション・システムの概念モデル
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この研究では、下記のような特性要因に着目してい
る。
地域イノベーション。システムの観点から、地方自
治体や大学の果たすべき役割はこれまで以上に大きく
なったと考えられていることを付け加えておく。
４．おわりに
長岡大学地域研究センターを核とする共同研究「大
都市部と農村部における製造業の存立基盤特性と競争
特性の比較研究」の計画の概要とその下地となったこ
れまでの研究を紹介し、研究の狙いと意義を説明した。
この研究の遂行には、長岡はじめ新潟県下の企業、商
工団体あるいは行政の協力が不可欠である。趣旨をご
理解頂き、ご協力とご助言をお願いしたい。
なお、イノベーションと競争力との関係、イノベー
ションのダイナミック・プロセスとイノベーション・
システムについては、長岡大学研究紀要創刊号（2002
年３月）「国際競争とはなにか」（著者：原　陽一郎）
により詳しい解説がある。また、共同研究者である原
田誠司、鯉江康正、高橋治道、兒嶋俊郎、松本和明、
小田康治、権五景の研究論文の多くは、「長岡短期大
学紀要」、長岡大学地域センター報告「地域研究」に
掲載されている。
産業基盤特性 
＊産業発展の経緯 
＊地域の産業構造、企業間関係 
＊行政、商工団体、大学等の役割 
＊金融システムの特徴 
＊雇用慣行と労働条件の違い 
コミュニティ特性 
＊生活価値観、社会習慣、生活環境、 
生活水準 
＊職業意識、就業態度、兼業・副業 
＊共同体意識 
＊歴史、 
社会基盤特性 
＊教育への姿勢、人的特徴 
＊ＩＴへの取り組み 
＊金融システムの特徴 
＊雇用慣行と労働条件の違い 
＊行政や企 業に対する意識 
経営風土特性 
＊企業経営者の系譜と創業の動機 
＊経営思想、収益構造、財務構想 
＊金融システムの特徴 
＊改革への姿勢 
＊柔軟性、変化への対応力 
企業 
図表８　企業の競争力に影響を与えると思われる地域特性要因
